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歯ッピー旬間(6/1<木> ～6/10<日>) 

歯科検診が終わり、むし歯が一本もなかった児童は 76 人 

(61%で昨年より 11%増)でした。６/４のむし歯予防デーを機

会に、歯に関わる生活習慣を見直し、予防に心がけていく旬間

にしていきます。「手に入れよう 長生きチケット 歯みがき

で」のスローガンのもと 8020 運動(８０歳になっても自分の

歯が 20 本以上残っているようにしよう)を推進しています。全

校児童は、旬間中に家庭で歯垢染め出しを実施しますので、お

うちの方も一緒にご協力いただけましたら幸いです。感想の提

出日は 6/12(月)です。後日、「正しい歯みがきの仕方」資料を

配付します。 
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 むし歯も歯肉炎も何もしないで自然に治ることは絶対にありませんが、初期の段階のうちに、

ていねいな歯みがきをすることで元に戻すことができます。 

 また、その他にも、日常生活から次のことを意識してすごしましょう。 

 歯に付いた、みがき残しに口の

中の細菌がすみつき、繁殖したも

のです。歯垢 1 ミリグラムに 1 億

以上の細菌がいる「細菌の塊」な

ので、放っておくとむし歯や歯肉

炎を引き起こします。 

 むし歯や歯肉炎を予防するには、歯垢のできやすいところをしっかりみがいて、歯垢を

取り除くことが大切です。 

 歯肉が歯についた歯垢に接していると、

歯垢の中の菌（歯周病菌）がつくる酵素や

毒素で炎症を起こし、それを治そうと血管

が増え、歯肉の色がピンク色からこい赤色

になります。また細かい血管が増えること

で、歯肉を押すとすぐに出血しやすくなり

ます。 

 これが歯肉炎の状態です。 

 この状態を放っておくと、どんどん炎症

が広がり、やがて歯を支えている歯槽骨ま

で溶かす歯周病へと発展し、最悪の場合、

歯が抜けてしまいます。 

 つゆの季節には、気温がだんだんと高くなり、雨の日が多くなります。服装も、長袖から半袖に

代わる時期ですね。当然、汗をかくことや、雨にぬれることも増えてきます。そんなときに、ハン

カチが大活躍！ いざというときに、かばんや机の中にしまいっぱなしで使えない、なんてことが

ないように、お気に入りのハンカチを、常に持ち歩くようにしましょう。 
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